
第ワ４号
昭利51年３月18日
第三種郵便物認可かんじゃと医療1 9S2年２月１日

（１）

　　　　

宛

　

i｣I

　

1町

全国患者団体連絡協議会

･畑丿哺|湧吋乱く卜落介3－15一一29

〒161

　

川心ビノL貨腎協内

屯謡03(952)5340

　　

郵便叔阿東京Z－ろ6756

　

第

　

74

　

号

岬昌男）
1 SS110円６ヵ月分6a)円購読料

57年度予算

「
福
祉
予
算
削
る
な
」

全
患
連
が
全
難
連
と
統
一
行
動

　

昭
和
瓦
！
七
年
度
予
算
案
は
、
昨

年
未
ニ
ト
こ
口
大
蔵
省
原
案
が
内
示

さ
れ
、
復
活
折
衝
を
経
て
Ｉ
．
十
八
日

の
臨
時
閣
議
で
政
府
案
が
侠
定
さ
れ

ま
し
ぺ

　

こ
れ
に
先
立
つ
二
十
三
口
、
全
患

連
は
全
難
連
と
と
も
に
厚
生
省
で
喇

会
を
開
き
、
片
生
省
各
同
、
人
蔵
竹

な
ど
へ
要
請
す
る
統
一
行
動
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
統
一
行
動
に
は
令
患

油
、
全
難
連
加
盟
団
体
の
う
ち
ト
四

団
体
の
代
人
と
北
海
道
、
福
島
、
群

厚
生
省
で
開
か
れ
た
集
会
で
決
意
表
明
す
る
上
田
代
表
幹
事
（
１
２
月
2
5
日
）

馬
、
愛
知
、
京
都
、
・
が
崎
の
各
地
域

難
病
池
代
表
な
ど
お
よ
そ
【
人
が
参

加
し
ま
し
勺
集
会
で
は
、
全
思
連

占
川
事
焚

蔵
省
原
案
の
特
徴
｛
一
を
報
告
、
こ
の

あ
と
介
難
連
青
木
代
衣
委
貝
、
全
患

連
卜
円
代
表
幹
事
、
北
海
道
難
病
迪

伊
藤
事
務
局
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

を
代
表
し
て
決
意
表
明
を
お
こ
な
い

ま
し
た
．

　

こ
の
う
ち
企
硯
池
上
田
代
衣
幹
事

は
、
内
示
さ
れ
た
そ
算
案
を
］
人

砲
乙
か
づ
パ
タ
ー
い
を
押
し
つ
ぶ
そ

う
と
し
て
い
る
｀
も
の
と
怒
り
を
こ

め
て
指
摘
し
、
福
祉
Ｆ
算
の
便
活
を

め
ざ
し
て
鰻
確
ま
で
頑
張
る
と
｛
・
息

を
表
明
し
ま
し
た

　

こ
の
あ
と
代
表
は
三
班
こ
わ
が
れ

て
森
．
７
　
厚
生
太
陽
石
野
事
務
次
官
、

津
島
政
務
次
官
、
大
谷
医
務
局
長
、

三
浦
公
梁
衝
生
局
長
ら
に
～
福
祉
予

算
の
拡
尤
し
を
要
請
し
ま
し
た
．

　

さ
ら
に
～
後
か
ら
は
大
蔵
省
を
訪

ね
、
大
．
臣
、
政
務
次
官
、
主
計
局
担

当
官
に
も
「
福
祉
を
切
り
捨
て
る
な
」

と
強
く
要
請
し
ま
し
勺

　
　
　

（
関
連
記
事
５
・
４
・
５
面
）
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お
も
な
記
事

高
齢
化
社
会
と
成
人
病
⑥

　
　
　
　

厚
生
省
技
官
土
居

昭
和
5
7
年
度
厚
生
省
予
算

5
7
年
度
予
算
の
性
格
と
特
徴

5
7
年
度
予
算
・
各
会
の
評
価

　
　
　
　

全
患
協
・
全
腎
協
・
全
交
災

員

　
　

２

　
　
　
　
　

日
患
同
盟
・
心
瞰
病
・
全
難
連

今
の
焦
点
と
役
立
つ
も
の

「
あ
な
た
に
と
っ
て
国
際
障
害
者
年
と
は
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

百
人
討
論
集
会

薬
酒
と
闘
病
十
二
年

　
　
　
　
　
　

全
交
災
・
鈴
木
正
雄

一
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一
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通
法
律
ト
は

常

　

国

常
会
」
と
呼
ば
れ
、

一
’
．
“
‘
・
’
・
・
．

’
‘
．
・
．
・
一
一
一
・

５４５Ｚ

　

６８

　

会

「
臨
時
会
」
・
。
特
別
会
｀
と
卜

■ ■ ■ I I ' . Iii･･,｡｡

別
さ
れ
て
い
ま
す
。
恵
法
弟
5
2
条
で
毎
江
。
回
召
穣
す
る
こ
と
が
義
ｙ

務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
国
会
以
で
｛
常
会
は
毎
年
上
百
中
に
μ
‥
集
｝

す
る
の
を
常
例
と
す
戸
’
。
常
会
の
会
期
は
丙
。
血
Ｉ
ロ
間
と
す
斤

　

「
《
期
の
延
長
は
、
常
会
に
あ
う
て
は
一
回
」
と
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ト
二
月
こ
ト
ー
ロ
に
召
集
さ
れ
。
月
一
～
五
日
に
再
闘
し
た
第

心
九
Ｌ
八
通
常
回
．
μ
ツ
ム
月
ト
九
日
ま
で
の
余
期
で
、
こ
の
国
会
で

　
　

は
昭
和
瓦
ｔ
ヒ
年
度
予
算
案
を
巾
心
に
審
廠
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
参
・

i゛゛･~dl･｢1･･･,i，

議
院
で
は
前
国
会
か
ら
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る
老
人
医
療
の
有
料
ｙ

化
を
め
ざ
す
「
芒
人
保
健
法
案
」
の
審
議
も
行
わ
れ
ま
す
。
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心
臓
病
心
予
防

　

Λ
虚
血
性
心
疾
患
の
治
療
▽

　

狭
心
症
は
心
臓
の
筋
肉
へ
の
酸

素
の
供
給
と
心
臓
の
酸
素
需
要
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
相
対

的
に
酸
案
不
足
に
な
り
、
そ
の
結

果
、
一
時
的
に
胸
痛
が
お
こ
る
も

の
で
す
。
そ
の
原
因
は
冠
状
動
脈

の
動
脈
硬
化
や
疹
肇
性
収
縮
か
重

要
で
あ
る
こ
と
は
前
号
で
も
述
べ

ま
し
た
。
従
っ
て
、
急
性
期
の
治

療
は
①
心
筋
で
の
酸
素
需
要
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
②
側
副
血
行
路
を

介
す
る
血
流
を
増
加
さ
せ
る
③
血

管
の
挙
縮
を
と
る
こ
と
に
む
け
ら

れ
ま
す
。
現
在
は
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ

リ
ン
な
ど
の
亜
硝
酸
化
合
物
が
代

表
的
な
薬
で
す
。
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／
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；
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；
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争
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ｉ
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ｇ
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；
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．
や
。
。
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で
は
病
院
の
Ｅ
・
五
％
に
し
か
な
活
で
の
注
意
が
必
要
に
な
り
ま
ま
し
た
が
、
循
環
器
対
策
の
面
で
い
人
は
お
り
ま
せ
ん
し
、
む
し
ろ
、
｛

箕

こ
る
の
で
事
態
は
深
刻
で
す
。
心

筋
壊
死
は
六
時
間
以
内
で
あ
れ

ば
、
も
と
に
も
ど
り
ま
す
の
で
血

栓
を
と
か
し
て
し
ま
う
こ
と
が
要

に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
安
静
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
他
に
酸

素
吸
入
や
胸
痛
を
と
る
た
め
の
治

療
が
必
要
で
す
し
、
ま
た
、
合
併

し
て
く
る
不
整
脈
シ
ョ
。
ク
、
心

不
全
あ
る
い
は
心
臓
破
裂
や
塞
栓

の
再
発
予
防
・
治
療
が
必
要
で
す
。

　

心
筋
梗
塞
の
予
後
を
み
る
と
、

一
年
以
内
に
死
亡
す
る
も
の
は
約

五
〇
％
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
入

院
前
か
入
院
中
に
死
亡
し
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
入
院
ま
で
の
体

制
の
整
備
が
重
要
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
（
冠
疾
患
患

者
監
視
治
療
室
）
は
、
こ
れ
ら
の

た
め
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

く
、
ま
た
、
設
備
の
あ
る
病
院
の
す
。
栄
養
に
気
を
つ
け
た
り
、
運
は
塩
は
だ
め
だ
、
み
そ
汁
を
あ
ま
今
後
、
欧
米
風
の
食
事
内
容
が
定

平
均
床
数
は
三
・
九
床
と
な
っ
て
動
を
す
る
こ
と
は
脳
卒
中
の
予
防
り
食
べ
る
な
、
と
日
頃
い
わ
れ
て
善
し
た
時
に
お
こ
っ
て
き
ま
す
。

い
ま
す
。

　
　
　
　
　

と
共
通
し
ま
す
。

　
　
　
　

い
ま
す
し
、
混
乱
さ
れ
た
人
が
多

　

な
に
ご
と
も
「
中
庸
」
と
い
う

　

〈
心
筋
梗
塞
の
予
防
▽

　
　
　

Λ
脳
卒
中
と
心
疾
患
と
高
血
か
っ
だ
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
こ
と
が
、
大
切
に
な
る
の
で
し
よ

　

心
筋
梗
塞
に
な
っ
て
か
ら
の
冶
圧
Ｖ

　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

う
か
。

療
で
は
間
に
あ
い
ま
せ
ん
。
狭
心

　

脳
卒
中
と
心
疾
患
を
今
ま
で
別

　

循
環
器
疾
患
の
中
で
も
、
血
清

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
脳
卒

症
や
心
筋
梗
塞
で
、
命
を
と
り
と
べ
つ
に
話
を
す
す
め
ま
し
た
が
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
脳
卒
中
、
心
中
、
虚
血
性
心
疾
患
な
ど
バ
ラ
バ

め
た
場
合
は
、
も
ち
ろ
ん
、
急
性
確
か
に
病
気
の
種
類
か
ら
み
る
と
疾
患
が
全
く
逆
の
関
係
を
示
し
ま
う
に
考
え
る
だ
け
で
な
く
総
合
的

期
の
治
療
だ
け
で
な
く
再
発
を
ふ
異
っ
て
い
ま
す
が
、
リ
ス
ク
フ
″
す
。
低
す
ぎ
れ
ば
脳
卒
中
（
特
に
な
循
環
器
疾
患
対
策
と
い
う
も
の

せ
ぐ
意
味
で
の
予
防
が
必
要
で
す
ク
タ
ー
や
生
活
上
の
指
導
か
ら
い
出
血
）
が
お
こ
り
や
す
く
、
逆
に
か
重
要
に
な
り
ま
す
。

し
、
現
在
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
か
え
ぱ
、
統
一
し
て
考
え
る
必
要
が
多
く
な
る
と
虚
血
性
心
疾
患
の
危

　

（
こ
の
項
次
号
に
続
く
）

る
く
て
も
高
血
圧
や
高
脂
血
症
あ
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

険
因
子
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
日

る
い
は
喫
煙
な
ど
の
リ
ス
ク
フ
。
昨
年
、
が
ん
の
予
防
に
み
そ
汁
本
人
の
平
均
か
ら
み
る
と
、
外
国

ク
タ
ー
を
も
つ
も
の
は
、
日
常
生
が
良
い
と
い
う
こ
と
が
報
道
さ
れ
の
よ
う
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
高

脳血管疾患、虚血性心疾患の
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主な昭和57年度厚生省予算案 沁・府円

項　　　　目 56年度予算額 57年度ｆ算額 備　　　　　　考

厚生省一般会計総額

老人保健制度の創設

在宅身体障害者対策

母子保健対策

児童子当制度

母子・寡婦等福祉対策

年金制度の改善

医療保険制度

難病対策

循環器疾患対策

がん対策

腎不全対策

　8,764.247

　{ 334,896)

　　　　　　O

　56年一度予算（　）

　の予算額、5口口

56't-

年1前牛のj

　年度後ヤの新制1

　　　57.735

　　　12､320

　　77.025

　　182,808

　2.364」63

　　527.862

　　　48.079

　　　11.926

　　　Hi.779

　　　5,915

　　　9.016.835

　　{ 478,758)

　　　　261､397

ヽJ数値は現行紬策

£予鈴（　）内数値

uJ‘‘施策分及び57

」

と咄策分の合算額

　　　　63.919

　　　　13,398

　　　　70,956

　　　　209､657

　　　2.386,885

　　　　556,708

　　　　59.120

　　　　13,168

　　　　18,275

　　　　　8,463

灯前年度伸串　1o2.9％

57年lo月実施

　（医.療に要する費用負打】割合）

田　2/10

　都道府県・市町村各().5/l(

　保険者　7/10

　（‥部負抑金）

　外来　１月　4oo円

　入院　１目　3oO 円（２ヵ月限度）

福祉子-当　　　　　　　37.276

　f当釦の引きﾄ､げ（9 tj実施）

　　リj釦）10,000円→10. r)50円

特別児厭扶養ｆ当　　　　43,045

　手当加の引きllげ（９月実施）

　　１級36,()()( 円→37,70( 円

　　２級24,000円→25.100円

３歳児健診費　　　　　　　351

1歳６ヵ月児健診費　　　　　259

小児慢性特定疾患治療研究費　4.0( ７

Ｆ当額　　5,000円据置

所得制限

　　450 万円→391万円I’ 6 人世帯）

児童扶養ｆ当　　　　　　203.247

　手当加の引きﾄ.げ（９月実施）

　第１子T- "iH m

　　　　　31.200円→32,700円

物価スライド

　厚生年,金（７月）

　国民年,金（８月）

福祉年金

　年金の引き.llげ（９月）

　障害福祉年金

　　１級36,000円→37.700円

　　２級24,000円→25,100円

高加療費自己負担限度額

　　　（57年４月から）

　月39,000円→51,000円

特定疾患調査研究費　　　　1,394

特定疾患治療研究費　　　　3,673

対象疾患23→24疾患
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福
祉
を
犠
牲
に
し
て

　

軍
事
費
は
異
常
突
出

　

一
月
二
十
五
日
か
ら
再
開
さ
れ
た

第
九
十
六
通
常
国
会
は
、
最
大
の
対

決
議
案
に
五
ト
七
年
度
予
算
政
府
案

が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
予
算
案
が
、
政
府
の
政
治

姿
必
、
国
の
進
路
を
財
政
面
か
ら
う

ら
づ
け
て
い
る
か
ら
で
男
予
算
案

は
「
財
政
危
機
゛
の
名
の
も
と
に
、

第
二
次
臨
時
行
政
綱
査
会
の
答
申
を

令
面
的
に
尊
唄
し
て
編
成
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
性
格
は
、
昨
年
暮
の
内
示
の

と
き
に
各
紙
も
報
道
し
、
例
え
ば
読

売
新
聞
が
「
国
民
負
担
重
く
財
政
再

建
遠
く
、
防
衛
費
だ
け
優
遇
」
と
指

押
に
Ｉ
て
い
る
よ
う
に
、
福
祉
犠
牲
で

軍
事
費
優
先
の
予
算
と
い
え
ま
す
。

　

予
算
案
の
内
容
は
。
一
般
会
計
で

は
四
ト
九
兆
六
千
八
百
億
円
で
、
い

ま
ま
で
っ
聖
域
」
と
さ
れ
て
き
た
社
会

保
障
、
教
育
予
算
を
削
減
し
な
が
ら
、

憲
法
の
平
和
主
義
に
違
反
す
る
軍
事

鋳
を
大
幅
に
増
額
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
え
軍
事
費
に
は
後
Ｉ
度
負
担

　

（
次
年
度
に
支
払
い
が
義
務
づ
け
ら

れ
る
も
の
）
ま
で
認
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
民
生
活
を
圧
迫
す
る
所

得
税
法
の
下
限
を
、
五
年
間
も
す
え

お
く
と
い
う
ひ
ど
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
五
４
　
七
年
度
予

算
政
府
案
は
、
バ
タ
ー
か
大
砲
か
が

問
わ
れ
、
国
民
、
患
者
の
犠
牲
を
ゆ

る
さ
ぬ
よ
う
運
動
の
強
化
が
緊
急
な

課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

羊
の
よ
う
な
姿
勢
に

　

変
っ
た
厚
生
省
予
算

　

昨
年
末
厚
生
省
予
算
案
が
き
ま
っ

た
あ
と
、
厚
生
省
幹
部
が
「
来
年
は

ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
を
投

げ
か
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
不
安
は

五
十
七
年
度
丿
算
厚
乍
省
案
に
色
渡

く
、
か
つ
て
概
算
要
求
轡
の
前
文
に

記
述
さ
れ
て
い
た
「
社
会
保
障
は
国

民
の
基
本
的
な
権
利
で
あ
り
、
時
の

経
済
に
左
右
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も

の
で
は
な
い
」
と
い
う
確
信
を
も
っ

た
姿
勢
は
、
予
算
編
成
の
段
陪
か
ら

狼
に
ね
ら
わ
れ
た
羊
の
ご
と
く
哀
れ

な
姿
勢
に
か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
結
梁
は
、
対
前
年
度
比
率
で
わ
ず

か
二
・
九
％
増
の
九
兆
百
六
１
　
八
億

円
で
、
政
府
予
算
案
に
占
め
る
比
唄

は
前
年
度
よ
り
○
・
五
六
二
％
減
の

一
八
・
一
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
軍
事
費
の
突
出
に
よ
る
も

の
で
す
。
こ
の
状
態
は
五
十
七
年
度

だ
け
の
も
は
で
は
な
く
五
十
八
、
五

卜
九
、
六
十
年
度
と
つ
づ
く
構
造
的

な
性
質
を
も
っ
て
き
て
い
ま
す
プ
七

の
犠
牲
は
、
も
っ
と
も
弱
い
立
場
に

お
か
れ
て
い
る
琶
人
、
思
者
、
障
書

各
、
児
京
に
む
け
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。

　

医
療
費
増
の
原
因
は

　

放
置
し
監
査
を
強
化

　

こ
れ
を
一
月
ト
八
、
ト
九
口
に
厚

Ｉ
省
で
開
か
れ
た
全
国
民
生
、
衝
Ｉ

部
局
長
会
議
で
の
指
示
と
重
点
項
目

か
ら
探
っ
て
み
ま
し
た
。

　

Λ
医
務
局
Ｖ

　

地
域
医
療
の
推
進
費
七
千
七
百
万

円
、
へ
き
地
医
療
貫
百
五
十
五
億
六

百
万
円
、
腎
不
令
対
策
費
を
前
年
度

よ
り
ふ
や
し
百
ト
億
三
百
万
円
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
Ｅ
療
費
が

ふ
え
る
原
因
も
迫
求
せ
ず
抑
制
す
る

た
め
に
医
療
｀
器
を
引
き
つ
づ
き
お

こ
な
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

Λ
公
衆
衛
生
局
▽

　

結
核
対
策
は
公
費
優
先
を
家
々
さ

せ
ま
し
た
が
、
予
算
は
前
年
度
よ
り

四
十
四
億
円
減
の
四
百
五
億
五
千
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
重
要

な
こ
と
は
、
全
額
公
費
負
担
の
原
則

を
ゆ
が
め
る
患
者
の
自
己
負
担
を
つ

よ
め
る
た
め
に
「
貫
用
徴
収
基
準
」

の
改
悪
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
身
体

障
当
為
福
祉
法
、
児
童
福
祉
法
に
も

と
づ
く
更
生
、
青
成
医
療
糾
も
「
費

用
徴
収
基
準
」
の
改
悪
を
四
月
一
日

か
ら
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
社
会
局
▽

　

国
際
障
Ｉ
者
乍
を
進
め
る
た
め
に

前
Ｉ
度
よ
り
四
億
円
ふ
や
し
、
三
十

四
億
九
千
九
円
万
円
計
上
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
身
体
障
害
者
の
対
象

を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
し
て

い
ま
せ
ん
ご
七
の
反
面
、
生
洒
保
護

対
策
で
は
男
女
差
の
基
準
額
を
ち
ぢ

め
る
な
ど
若
干
の
改
善
を
し
て
い
ま

す
。
が
、
わ
ず
か
な
保
護
華
準
額
の

引
き
Ｌ
け
や
対
象
者
が
ふ
え
る
な
ど

し
て
、
生
活
保
護
費
が
一
兆
円
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
六
〇
％
が
医
療
費

で
し
め
て
い
る
こ
と
や
、
国
民
生
活

が
苦
し
く
な
り
、
そ
の
は
け
口
を
福

祉
事
務
所
、
県
、
厚
生
省
な
ど
へ
の

投
轡
と
し
て
も
と
め
、
厚
生
省
は
こ

れ
を
逆
用
し
て
生
活
保
護
世
帯
の
実

態
調
査
を
お
こ
な
お
う
と
し
て
い
ま

す
。

高額療養費自己負担限度額

結核などの費用徴収基準表

｢改悪やめよ｣
全患連､厚生省に要請

　

昭
和
圧
ト
七
年
度
予
算
政
府
案
に

鳥
額
療
餐
き
自
己
負
担
限
度
額
の
引

き
Ｌ
け
や
結
核
、
精
神
、
更
生
・
介

成
医
療
の
費
用
徴
収
基
準
の
改
悪
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
患
連

は
一
月
二
十
二
日
、
厚
生
省
に
対
し

こ
れ
ら
の
改
悪
を
や
め
る
よ
う
申
し

入
れ
ま
し
た
。

　

保
険
局
企
画
課
で
は
古
川
同
課
長

に
面
会
、
高
額
療
養
普
の
引
き
上
げ

を
や
め
、
低
所
得
者
対
策
の
健
保
と

岡
保
の
差
別
を
改
善
す
る
よ
う
申
し

入
れ
、
社
会
保
険
審
議
会
こ
も
同
趣

旨
の
全
患
連
要
望
両
を
配
布
す
る
よ

う
。
要
請
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
衆
衛

生
局
、
社
会
局
、
児
碩
家
庭
■
Ｍ
に
は

費
用
徴
収
域
準
の
改
悪
反
対
を
申
し

入
れ
ま
し
た
。

保険局企画課の古川課長（左から２人目）に高額療養費

引き上げ反対などを申し入れる全患連代表（１月22日）
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長
島
架
橋
な
ど

　

新
規
予
算
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
患
協

　

全
患
協
は
、
臨
調
路
線
に
反
対
し

概
算
要
求
額
の
大
幅
組
み
替
え
要
求

を
方
針
に
、
予
算
穫
得
の
運
動
を
つ

づ
け
て
き
ま
し
た
。
決
定
さ
れ
た
ハ

ン
セ
ン
氏
病
関
係
予
算
案
は
約
二
百

六
十
二
億
円
。
対
前
年
度
比
三
・
七

朽
増
で
す
。
五
十
三
年
度
の
一
二
・

八
智
、
昨
年
度
の
八
こ
言
に
く
ら

べ
大
き
く
切
り
縮
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
成
果
の
面
と
し
て
、
長
鳥

架
橋
の
た
め
の
予
備
調
査
費
約
二
百

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
工
事
薔

工
は
数
年
先
の
見
込
で
す
が
、
十
年

来
の
悲
願
達
成
ヘ
ー
歩
近
づ
き
ま
し

た
。
渡
り
初
め
の
日
へ
向
け
て
運
動

の
輪
を
強
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

沖
繩
県
の
在
宅
思
者
に
た
い
す
る

通
院
費
も
新
規
に
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
必
要
額
か
ら
み
る
と
、
ま
だ
ま

だ
足
り
ま
せ
ん
。
医
薬
品
費
は
約
五

千
万
円
増
額
さ
れ
ま
し
た
が
、
必
要

額
に
は
ほ
ど
遠
い
予
算
案
で
す
。
一

人
分
の
平
均
日
額
は
た
っ
た
百
七
十

八
円
。
大
幅
増
額
要
求
は
、
私
た
ち

の
い
の
ち
の
叫
び
で
す
。
（
岡
本
洋
）

　

腎
移
植
オ
ン
ラ
イ

　

ン
化
患
者
に
朗
報

　
　
　
　
　
　
　
　

全
腎
協

　

厚
生
省
Ｐ
Ｒ
版
で
腎
不
全
対
策
費

を
み
る
と
前
年
度
よ
り
二
十
五
億
四

千
八
百
万
円
、
四
＝
廠
も
増
え
て
い

ま
す
。
「
こ
の
厳
し
い
中
で
／
」
と

驚
く
人
が
多
い
の
で
す
が
、
実
は
そ

一
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｛
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
・
一
一
一
一
一
』
一
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一
一
｝
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
宍
一
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
『
一
一
一
『
一
一
一
一
一
一
一
一
｛
一
一
一

ほ
ぼ
要
求
額
を
満
た
す

　

5
7
年
度
概
算
要
求
は
、
当
初
か
ら

ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
圧
力
に
屈

し
た
行
政
側
の
弱
腰
に
、
私
た
ち
の

要
望
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
た
。
と

は
い
え
、
要
求
後
に
上
乗
せ
す
る
こ

と
は
不
可
能
な
事
で
あ
り
、
残
さ
れ

た
道
は
、
要
求
額
全
額
を
種
得
す
る

こ
と
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
特
定
疾
患
事
業
だ
け
が

全
国
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

難
病
対
策
で
は
な
い
こ
と
を
重
々
知

っ
て
い
る
。
調
査
研
究
費
は
伸
び
率

ゼ
ロ
。
総
額
三
十
七
億
円
に
満
た
な

い
治
療
研
究
費
の
う
ち
、
5
7
年
度
増

分
八
億
八
千
万
も
半
分
位
に
査
定
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
関
係

者
の
話
で
あ
っ
た
。
高
額
療
養
費
の

患
者
負
担
増
と
自
然
増
を
考
え
る

時
、
実
質
的
に
は
現
状
維
持
の
数
字

で
あ
り
、
後
退
を
防
ぐ
た
め
の
運
動

に
集
中
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
だ
の
は

苦
し
か
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
ほ
ぼ
要
求
額
を
満
た

し
、
金
額
的
に
は
わ
ず
か
で
あ
る
が

一
疾
病
増
が
予
算
案
に
入
っ
た
こ
と

は
、
や
は
り
運
動
の
成
果
と
思
い
た

べ
Ｑ

り

（
全
離
遍
・
佐
藤
エ
ミ
子
）

の
九
七
％
が
人
工
透
析
医
療
費
で
あ

り
、
そ
れ
も
高
額
療
養
費
自
己
負
担

限
度
額
の
引
き
上
げ
に
よ
る
公
費
負

担
の
ア
ぶ

り
患
者
の
増
加
）
が
内
訳
で
す
。

　

と
は
い
ぇ
ど
の
巌
し
い
中
ｙ

新
規
事
業
と
し
て
懸
案
の
「
腎
移
植

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
が

決
り
、
腎
臓
移
植
推
進
の
た
め
の
体

制
が
一
段
と
強
化
さ
れ
る
こ
と
は
、

腎
移
植
に
期
待
す
る
腎
不
全
患
者
に

と
っ
て
朗
報
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

示
林
孟
史
）

　

真
の
労
働
行
政
の

　

た
め
予
算
増
額
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
交
災

　

労
働
省
予
算
は
、
各
省
の
中
で
特

別
な
形
を
な
し
て
い
る
。

　

予
算
総
額
の
う
ち
、
一
般
会
計
は

わ
ず
か
五
千
億
で
一
三
％
で
あ
る
。

後
は
、
全
部
労
働
保
険
徴
収
金
で
ま

か
な
っ
て
い
る
。

　

先
進
国
と
し
て
の
健
全
な
労
働
実

態
を
、
今
日
の
社
会
の
中
で
っ
く
り

出
す
た
め
に
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
は
山
積
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
高
齢
者
・
障
害
者
を
中

心
と
し
た
失
業
・
就
職
問
題
、
職
場

に
お
け
る
婦
人
、
そ
の
他
の
差
別
問

題
、
労
働
基
準
法
を
軸
と
す
る
労
働

条
件
健
全
化
の
確
保
、
安
全
衛
生
と

労
働
災
害
職
業
病
の
防
止
対
策
・
労

災
職
業
病
を
は
じ
め
と
す
る
病
気
回

復
者
の
職
場
復
帰
と
就
職
問
胆
な

ど
で
あ
る
。
労
働
行
政
が
経
営
者
団

怖
の
言
い
な
り
に
な
ら
な
い
権
威
あ

る
真
の
労
働
行
政
を
行
う
た
め
に

も
、
労
働
保
険
金
の
流
用
で
適
当
に

行
う
の
で
は
な
く
、
一
般
会
計
を
抜

本
的
に
増
額
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ｌ
ｏ

’
Ｖ

（
全
交
災
・
中
野
佳
子
）

　

結
核
医
療
費
の
公

　

費
優
先
守
り
ぬ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
患
同
盟

　

日
患
同
盟
は
、
五
七
年
度
予
算
政

府
案
編
成
を
重
視
し
、
昨
年
五
月
の

日
患
大
会
い
ご
運
動
を
つ
よ
め
て
き

ま
し
た
。
ま
ず
、
六
月
三
十
日
の
第

一
次
中
央
行
動
で
は
、
厚
生
大
臣
に

た
い
し
「
行
財
政
改
革
」
の
名
の
も

と
に
お
こ
な
わ
れ
る
福
祉
予
算
の
削

減
に
は
反
対
す
る
、
と
強
く
要
請
し

ま
し
た
。
以
後
第
二
次
、
第
三
次
と

運
動
を
つ
み
か
さ
ね
、
大
蔵
原
案
で
、

結
核
医
療
費
の
公
費
優
先
を
確
定
さ

せ
、
予
算
案
で
は
厚
生
省
要
求
額
を

う
わ
ま
わ
る
三
七
二
億
円
を
組
ま
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
蔵
原
案
内
示
ご
の
第
四
次
中
央

行
動
い
ご
は
、
年
金
、
給
食
、
暖
房
、

医
療
従
事
者
の
増
員
等
に
重
点
を
お

き
復
活
要
求
を
お
こ
な
い
、
全
国
か

ら
も
打
電
行
動
を
つ
よ
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
給
食
費
は
一
日
十
九

円
引
上
げ
で
七
五
九
円
に
。
ま
た
、

国
原
の
冷
房
設
備
整
備
予
算
十
四
億

三
千
万
円
な
ど
、
全
体
と
し
て
き
び

し
い
な
か
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
棟
方
進
）

　

わ
ず
か
な
救
い
の

　

新
鮮
血
確
保
費
増

　
　
　

心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会

　

全
国
心
臓
病
の
子
供
を
守
る
会
の

政
府
に
対
す
る
要
望
は
、
心
臓
病
児

者
の
医
療
・
教
育
・
福
祉
・
仕
事
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
六
十
項
目
に
も

の
ぽ
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
う
ち
と

く
に
①
年
金
・
手
当
の
増
額
②
公
費

医
療
の
拡
充
③
健
保
の
改
善
④
国
公

立
病
院
の
拡
充
⑤
発
生
原
因
・
治
療

法
の
研
究
費
を
⑥
新
鮮
血
液
確
保
対

策
を
Ｉ
な
ど
を
最
電
点
と
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
出
来
上
っ
た
政
府
予
算
案

は
、
今
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の

ま
で
奪
い
去
る
も
の
で
し
た
。
障
害

福
祉
年
金
や
特
別
児
童
扶
養
手
当
は

僅
か
の
引
き
上
げ
も
１
ヵ
月
繰
り
延

べ
ら
れ
、
こ
と
し
も
所
得
制
限
で
打

ち
切
ら
れ
る
人
が
出
る
で
し
ょ
う
。

高
額
療
養
費
自
己
負
担
限
度
額
引
き

上
げ
で
、
ま
す
ま
す
医
療
を
受
け
に

く
く
な
る
で
し
ょ
う
。
わ
ず
か
に
新

鮮
血
液
確
保
対
策
費
が
十
四
ヵ
所
分

か
ら
十
六
ヵ
所
分
に
増
え
た
こ
と
が

救
い
で
し
ょ
う
か
。
（
梅
崎
園
子
）
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「
行
動
計
画
」
よ
う
や
く
ま
と
ま
る

　
　
　

中
央
心
身
協
・
国
際
障
害
者
年
特
別
委
員
会

　

国
連
決
議
に
も
と
づ
く
わ
が
国
の

障
Ｉ
ｔ
;
対
策
の
腱
期
行
動
計
両
を
市

議
し
て
い
た
中
央
心
身
障
ｆ
‥
む
対
策

協
廠
会
・
国
際
障
害
若
Ｉ
特
別
委
員

会
は
、
一
月
一
半
二
日
の
総
会
で
よ

う
や
く
「
国
内
長
期
行
動
計
．
画
の
在

り
方
」
を
ま
と
め
ま
し
た
．

　

こ
の
行
動
計
．
画
は
「
総
芦
「
保

腫
仄
療
の
在
り
方
‘
’
「
教
育
・
育
成

の
在
り
方
」
「
雇
用
・
就
業
の
在
り

方
」
「
欄
祉
・
生
活
環
境
の
改
り
方
｀

　

厚
生
竹
は
昨
年
ト
二
月
ニ
ト
「

日
、
昭
和
。
五
十
五
乍
度
の
竃
者
調

査
結
果
」
を
発
表
し
ま
し
勺

　

こ
の
患
者
調
査
は
昭
和
二
十
八
年

か
ら
毎
年
七
月
の
第
こ
水
曜
日
の
入

院
・
外
来
患
者
と
、
六
月
巾
の
退
院

患
者
を
対
象
に
、
受
原
忠
者
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

五
卜
五
年
の
調
査
で
は
八
百
一
万

五
千
人
の
患
者
で
、
前
年
よ
り
二
十

　

「
結
綸
」
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
が
、

令
。
体
に
総
花
的
で
財
政
事
情
へ
の
配

慮
を
優
先
さ
せ
障
害
者
の
真
の
要
求

に
応
え
る
も
の
と
し
て
は
不
４
　
分
で

す
。

　
　

・
「
障
害
者
の
概
念
」
に
つ
い
て
も

　

「
障
実
者
も
、
一
市
民
と
し
て
社
会

の
普
通
の
構
成
員
で
あ
り
、
当
然
に

巾
民
権
が
保
障
さ
れ
社
会
活
動
の
主

体
に
な
り
得
る
」
し
て
い
ま
す
が
、

心
身
障
心
。
‥
酋
基
本
法
、
障
Ｉ
者
の
柵

六
万
人
、
三
∴
％
少
参
へ
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
調
査
日
が
悪
天

候
で
外
来
患
者
が
少
な
か
っ
た
た
め

と
み
ら
れ
、
こ
の
影
響
を
除
く
と
八

。
自
四
生
万
人
と
前
律
よ
り
丁
八

％
増
・
兄
る
と
心
算
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
調
査
結
緊
で
特
徴
的
な
｛

は
、
ヒ
ト
職
以
上
の
患
者
数
の
割
合

が
一
が
八
％
と
増
え
て
い
る
こ
と
、

患
者
総
数
が
一
１
　
五
年
間
に
二
・
七

倍
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
入
院
患
者

利
官
言
等
を
経
て
、
「
今
日
、
確
立

さ
れ
て
き
て
い
る
に
と
の
立
拗
を
と

っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
こ
の
意
兄
民
申
を
そ
け

て
、
そ
の
実
施
を
め
ざ
す
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。訟

で
は
精
神
、
循
環
器
、
消
化
器
系
の

順
で
患
者
が
客
く
、
外
来
で
は
消
化

系
、
呼
吸
系
、
循
環
系
の
患
胃
が
多

い
こ
と
、
入
院
患
者
の
平
均
在
院
‐

数
は
五
七
瓦
・
一
日
で
あ
る
こ
と
な

ど
で
す
。

2
5
年
間
に
患
者
総
数
は
２
　
７
倍
に

厚
生
省
・
5
5
年
患
者
調
査
結
果
ま
と
ま
る

老
人
保
健
制
度
に
質
問
集
中

全
国
民
主
・
衛
生
部
長
会
議
開
か
れ
る

　

厚
生
省
主
鼎
の
全
国
民
生
、
衛
Ｉ

に
管
部
局
長
会
廠
が
、
一
月
ト
八
、

ト
九
‐
の
こ
「
間
に
わ
た
っ
て
厚
生

省
騎
常
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
」
七
年
度
予
算
政
府

案
が
、
第
九
六
通
常
国
会
で
成
立
し

四
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
を

　

厚
生
省
が
ト
二
月
ト
元
日
に
発
表

し
た
昨
年
七
月
一
日
現
在
の
室
料
差

額
徴
収
状
況
調
査
で
は
、
差
額
べ
。

ト
は
こ
∵
六
％
と
前
味
二
三
・

八
％
）
よ
り
わ
ず
か
に
改
誇
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
Ｉ

　

ま
た
厚
生
省
が
徴
収
し
て
は
な
ら

岫
提
に
開
か
れ
た
も
の
で
す
．

　

各
都
遮
町
県
は
、
こ
の
《
議
で
示

さ
れ
た
厚
Ｉ
竹
予
算
と
新
規
事
業
を

実
施
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議

会
で
条
例
改
正
や
必
．
要
予
算
を
計
Ｌ

し
ま
す
．

　

全
国
民
生
・
衛
生
部
艮
会
議
は
第

一
口
は
民
生
部
民
会
議
（
社
会
保
険
、

年
金
、
児
瞰
、
援
護
局
）
、
第
二
目

‐
は
衛
生
部
民
会
議
（
公
衆
衛
生
、

臥
務
局
、
環
境
衝
生
局
、
業
務
局
）

な
い
と
指
導
し
て
い
る
三
人
室
以
上

の
差
額
べ
″
ト
は
、
改
善
さ
れ
て
は

い
る
も
の
の
十
三
都
府
県
で
二
・
三

％
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と

も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
毎
Ｉ
問
題
に
な
っ
て
い
る
大

学
病
院
（
学
校
法
人
）
で
は
○
・
四

％
し
か
改
誼
‥
さ
れ
て
お
ら
ず
、
五
〇

・
六
％
の
べ
″
ド
が
差
額
徴
収
さ
れ

て
い
ま
す
。
差
額
徴
収
金
額
で
は
、

千
円
か
ら
二
千
円
か
二
六
・
四
％
と

の
順
に
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
会
虞
で
は
森
Ｆ
厚
生
大
匝
が
挨

拶
し
、
つ
づ
い
て
各
局
長
が
各
三
ト

分
か
ら
四
４
　
分
に
わ
た
っ
て
唄
占
一
項

目
を
資
料
に
も
と
づ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。
し
か
し
指
示
事
項
は
［
頭
で

も
こ
な
い
、
老
人
保
健
法
案
の
動
向

を
め
ぐ
っ
で
質
問
が
続
出
し
ま
し

た
。

最
も
多
く
、
五
百
一
円
か
ら
千
円
が

一
八
一
五
％
、
二
千
一
円
か
ら
三
千

円
か
一
七
　
　
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
立
医
療
機
関
で
は
四
・

三
％
、
公
立
医
療
機
関
で
も
Ｉ
〇
・

四
％
の
差
額
ベ
ヴ
ド
が
あ
り
、
保
険

外
負
担
に
泣
く
患
者
に
と
っ
て
そ
の

撤
廃
は
強
い
要
求
で
す
。

大
学
病
院
な
お
半
数
が
差
額
室

5
6
年
の
室
料
差
額
徴
収
調
査
結
果
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「
あ
な
た
に
と
っ
て
国
際
障
害
者
年
と
は
？
」

心，

1
７
後
の
行
動
が
大
切

東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館
が
討
論
集
会

東
京
都
障
冑
者
福
祉
会
館
で
は
昨

　

ご

年
、
国
際
障
害
者
年
に
ち
な
ん
で
六

回
に
わ
た
り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ヴ
シ

ョ
ン
を
開
き
ま
し
た
が
、
こ
の
一
連

の
パ
ネ
ル
討
論
会
を
し
め
く
く
る
か

た
ち
で
「
あ
な
た
も
一
言
・
一
〇
〇

人
討
論
集
会
＝
完
令
参
加
と
平
等
を

　

‥
）

進
め
る
た
め
に
」
と
題
す
る
討
論
集

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

一
月
九
日
に
開
か
れ
た
こ
の
討
論

渠
会
に
は
、
昨
年
の
パ
ネ
ル
討
論
会

で
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
た
障
害

者
、
関
係
者
二
’
十
五
人
の
中
か
ら
Ｌ
ｔ
に

二
人
が
出
席
、
ほ
か
に
一
般
参
加
の

都
民
ら
約
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

な
か
に
は
会
館
近
く
の
女
子
高
の
生

徒
も
学
校
帰
り
に
参
加
、
一
般
に
国

際
障
害
若
年
は
昨
年
で
終
つ
た
と
み

れ
て
い
る
中
で
、
同
会
館
の
企
画
に

都
民
が
好
感
を
示
し
て
い
る
様
子
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

討
論
集
会
で
は
、
士
一
人
の
パ
ネ

ラ
ー
経
験
者
が
昨
年
の
パ
ネ
ル
討
論

会
で
発
言
を
も
ら
し
た
点
と
国
際
障

宍
者
年
を
ど
う
評
価
す
る
か
を
中
心

に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発
言
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
発
一
ｇ
の
中
で
は
。

　

「
国
際
障
舎
者
年
は
お
祭
り
さ
わ
ぎ

だ
っ
た
」
「
も
と
も
と
期
待
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
こ
ん
な
も
の
と
感
じ

た
」
「
お
祭
り
だ
っ
た
と
し
て
も
国

民
の
理
解
を
得
る
機
会
と
し
て
有
益

だ
っ
た
」
『
障
害
者
運
動
が
大
き
な

「わたしのみた国際障害者年」を様々な立場、視点か

ら論じあった東京都障害者福祉会館主催の討諭集会で

は、運動の統一、平和の探求の重要さも強調された

広
が
り
と
統
一
の
方
向
を
見
出
し
、

具
体
的
な
成
果
も
勝
ち
と
る
こ
と
が

で
き
た
」
な
ど
様
々
な
評
価
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
「
内
部
障
害
者
の
あ
す

を
考
え
る
」
の
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参

加
し
た
全
腎
協
上
田
会
長
（
全
患
連

代
衣
幹
事
）
は
、
五
十
七
年
度
政
府

予
算
案
に
み
ら
れ
る
防
衛
瞥
突
出
、

福
祉
切
り
捨
で
の
状
況
を
指
摘
し
な

が
ら
「
昨
年
の
国
際
障
害
昔
年
日
本

推
進
協
巌
会
国
民
会
議
で
障
企
協
の

矢
島
せ
い
子
会
長
が
述
べ
た
よ
う
に

　

『
障
Ｉ
者
運
動
は
平
和
越
動
で
も
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い
う
指
摘
を

実
感
と
し
て
受
け
と
め
て
い
る
」
と

発
言
し
ま
し
Ｉ
ま
た
、
同
じ
く
昨

年
パ
ネ
ラ
ー
を
つ
と
め
た
日
本
患
者

同
盟
の
江
川
さ
ん
も
、
患
者
の
医
療

を
め
ぐ
る
状
況
が
極
め
て
厳
し
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
パ
ネ
ラ
ー
の
発
言
の
ほ

か
一
般
参
加
者
十
人
も
発
言
し
ま
し

た
が
、
こ
の
う
ち
在
日
韓
国
人
の
趙

さ
ん
は
蔽
時
中
に
唯
事
工
場
に
徴

用
さ
れ
労
働
災
害
で
障
害
者
と
な
っ

た
が
、
日
本
国
籍
が
な
い
こ
と
か
ら

福
祉
施
策
で
差
別
を
受
け
て
い
る
」

と
発
言
、
国
際
障
害
者
年
に
ふ
さ
わ

し
:
;
ｇ
書
者
対
策
が
わ
が
国
で
実
施

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
訴
え
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
二
十
二
人
の
発
言
に
つ
い

て
、
司
会
の
三
浦
文
夫
日
本
社
会
事

業
大
学
教
授
は
「
国
際
障
害
者
年
に

つ
い
て
の
評
価
は
そ
れ
ぞ
れ
の
視
座

に
よ
っ
て
異
る
が
、
第
一
ボ
を
ふ
み

出
し
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
が

大
切
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
」

と
ま
と
め
ま
し
た
。
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▼
９
日
医
道
審
議
会
は
、
医

師
、
歯
科
医
師
の
免
許
停
止
を

含
む
行
政
処
分
を
答
申
、
氏
名

を
公
表
し
た
。
厚
生
省
は
こ
の

答
申
ど
う
り
２
１
日
付
で
処
分

▼
1
0
日
中
央
社
会
福
祉
審
議

会
は
「
当
面
の
在
宅
老
人
福
祉

対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の

意
見
i
C
を
厚
相
に
提
出
し
た

▼
１
１
日
国
民
春
闘
共
闘
会
我

は
、
老
人
保
健
法
案
の
国
会
で

の
取
り
下
げ
な
ど
を
要
求
す
る

　

「
社
会
保
障
制
度
に
関
す
る
緊

急
要
請
」
を
厚
相
に
提
出
し
た

▼
１
１
日
社
会
保
険
審
議
会
厚

生
年
金
部
会
は
「
厚
生
年
金
保

険
の
年
金
額
改
定
措
置
の
実
施

に
関
す
る
緊
急
意
見
」
を
厚
相

に
提
出
し
た

結
核
成
人
病
課
長
に
玉
木
武
氏

が
就
任
し
た

▼
1
5
日
自
民
党
政
務
調
査
会

社
ふ
蔀
会
。
長
に
戸
沢
政
方
氏
が

就
任
し
た

▼
1
5
日
厚
生
省
は
「
室
料
差

額
徴
収
調
査
」
を
発
表
し
た

▼
1
8
口
財
政
制
度
審
議
会
は

　

「
昭
和
五
十
七
年
度
予
算
の
編

成
に
関
す
る
建
議
」
「
財
政
に

お
け
る
国
と
地
方
の
関
保
に
つ

い
て
の
報
告
」
を
ま
と
め
、
蔵

相
に
提
言
し
た

▼
1
8
日
中
央
児
童
福
祉
審
議

会
は
「
今
後
の
わ
が
国
の
児
童

家
庭
福
祉
に
つ
い
て
」
の
意
見

轡
を
厚
相
に
提
出
し
た

▼
2
1
日
第
九
十
六
同
通
常
国

会
召
集
。
衆
院
社
会
労
働
委
員

長
に
唐
沢
俊
二
郎
氏
を
決
め
た

▼
2
2
日
大
蔵
省
は
昭
和
五
十

七
年
度
予
算
を
各
省
庁
に
内
示

し
か

▼
2
5
日
厚
生
省
は
「
昭
和
五

土
八
年
に
お
け
る
人
口
動
態
統

計
の
概
況
（
年
間
推
計
）
」
を

発
表
、
死
因
の
一
位
が
こ
れ
ま

で
の
脳
血
管
疾
患
に
か
わ
っ
て

悪
性
新
生
物
（
か
ん
）
と
な
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
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Ｍ

‥
▼

1 4
日
片
生
省
公
衆
衝
生
局
▼

2 8
日

5 7
年
度
予
算
案
決
定
Ｅ

Ｍ
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（８）９８２年２月１日１療医とやじんカ’

第ワ４号（第三種郵便物認可）

　

む
ち
う
ち
症
は
災
害
性
の
疾
病
で

神
経
障
再
に
悩
ま
さ
れ
、
季
節
柄
、

今
は
寒
さ
か
体
に
こ
た
え
つ
ら
い
毎

日
で
あ
る
。

　

私
の
闘
病
生
活
も
あ
と
半
年
で
丸

十
二
年
に
な
る
。

　

受
傷
当
時
、
日
本
の
現
代
医
学
に

対
す
る
私
の
信
頼
は
￥
ば
絶
対
的
な

も
の
で
あ
っ
た
。
あ
い
つ
ぐ
新
薬
の

発
[
l
i
f
i
や
外
科
学
の
発
達
を
伝
え
る
様

々
な
医
学
・
医
療
の
情
報
が
［
病
気

な
ん
か
こ
わ
く
な
い
］
「
病
気
は
医

者
が
治
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
錯
覚

薬
酒
と
闘
病
十
二
年

を
生
み
だ
し
た
の
だ
と
思
う
。

　

思
者
に
な
っ
て
か
ら
の
私
と
酒
の

付
き
合
い
は
薬
酒
で
あ
っ
た
。
薬
効

を
期
待
し
て
養
命
酒
や
陶
々
酒
、
人

参
酒
な
ど
を
毎
晩
盃
一
杯
を
口
に
し

た
の
を
思
い
だ
す
。

　

き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の

は
主
治
医
で
あ
っ
た
。
歴
と
し
た
整

形
外
科
医
で
あ
り
な
が
ら
ハ
リ
灸
治

療
を
す
す
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

も
と
で
治
療
に
当
ら
れ
た
先
生
か
ら

漢
方
薬
の
併
用
も
す
す
め
ら
れ
、
こ

の
治
療
が
体
に
よ
か
っ
た
の
で
、
私

全
交
災

鈴

　

木

の
体
が
東
洋
医
学
を
見
直
す
よ
う
に

教
え
て
く
れ
た
訳
で
あ
る
。

　

受
傷
後
二
年
目
当
時
の
私
の
体
質

は
東
洋
医
学
で
い
う
「
寒
虚
症
」
で

体
力
は
な
く
、
集
中
力
は
落
ち
、
精

力
減
退
も
は
な
は
だ
し
く
夫
・
婦
生
活

も
め
っ
き
り
駄
目
に
な
っ
て
い
た
。

俗
に
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
強
こ
、

た
く
ま
し
く
」
と
い
う
男
性
願
望
が

薬
酒
に
期
待
を
か
け
さ
せ
、
そ
れ
を

口
に
さ
せ
た
と
い
え
な
く
も
な
い
。

　

酒
と
人
間
と
の
付
き
合
い
は
古
く

人
類
発
生
時
期
ま
で
遡
る
だ
ろ
う
と

正

　

雄

い
わ
れ
て
い
る
。
大
国
主
命
は
酒
の

神
様
だ
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
神
様

も
な
ぜ
か
患
者
・
障
害
者
に
と
っ
て

霊
験
あ
ら
た
か
で
は
な
い
。
こ
れ
ま

で
患
者
に
と
っ
て
酒
は
禁
句
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。
病
気
に
よ
っ
て
は

酒
が
回
復
に
差
し
障
り
が
あ
る
と
い

う
こ
と
も
あ
ろ
う
。

　

Ｉ
治
医
の
管
理
の
も
と
に
。
｀
婚
葬

祭
、
神
事
仏
事
、
祝
い
事
だ
け
で
な

く
日
篇
生
洒
で
も
社
会
の
日
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
盃
を
酌
み
交
わ
せ
る

社
会
に
早
く
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

｀
▼
通
常
国
会
が
再
開
さ

れ
、
5
7
1
度
予
算
を
め

ぐ
っ
て
本
格
的
な
論
議

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
目
会
は
「
バ
タ
ー
か

大
砲
か
」
が
綸
議
の
的

に
な
る
と
予
想
さ
れ
、
こ
と
の
ほ
か

注
目
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
読
者
の
皆
さ
ん
の
投
稲
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
闘
病
体
験
、
医
寮
、

福
祉
に
つ
い
て
の
意
ほ
、
本
誌
の
読

後
感
な
ど
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
事

務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
　

お
申
し
こ
み
は

東
京
郁
肩
瀬
市
松
山
ニ
ー
十
三
－
十
．
一

日
本
忠
者
同
盟
総
務
部
（
郵
便
番
片
一
八
〇
－
○
四
）
へ

送
料
を
そ
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
切
手
で
も
よ
い
）

・難病患者の闘病にも希望が

　

医学界の権威者がつづる療養小史

長期慢性患者

０１
り

　

の

　

そ病気と人間

定価1,600円

　　

送料260円

砂原茂一・島村喜久治著

島村喜久治

花ひらく未来を

安静時間をなくしたら

゛゛内容器数。中。

　　　

駿詰瓢っ

Ｂ６版上製29頂

　

日本患者同盟編

　　　　

全患連加盟組織

＜互療会＞
〒105港卜新唄5一一14-12

　　　　　　　　　　　

大幸ビル２隋

　　　

霊ｏろ（452）ろ５１４

＜全国交通労働災害対策協議会＞
〒171豊島区西池袋１

　

・４一一一５

　　　

aO 5 (98?) 7ろ６１

＜全国腎臓病患者連絡協議会＞
〒161新宿区下落蒔ろ－15－29

　　　　　　　　　　　　　

田沼ビル

　　　

≪0 5 (952) 5 5 4 0
＜全国心臓病の子供を守る会＞
〒101千代田区神田北乗物町|ｱ

　　　　　　　　　　　　　

北乗ビル

　　　

≪ 0 5 <:?56)8 4 2 4
＜全国ハンセン氏病患者協議会＞
〒旧東村山市汽葉町4― 1 ―10

　　　

蛮０４２ろ(94) 15 7 1

＜全国職業性有害物障害悉者協議会＞
〒105港区西新橋2－21－5

　　　

雷Ｏろー（心）2082

＜日本患者同盟＞
〒204清瀬巾松山2一一1ろ－12

　　　

aO 4 2 4 (91) 0 0 5 8
＜慢性一酸化炭素中毒患者会＞
〒151渋谷[x;=r-駄ヶ谷1－51－5

　　　　　　　　　　　

代々木呵院内
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